
大
阪
市
の
外
郭
団
体
「
市
医

療
事
業
振
興
臨
二
」
が
、
市
か

ら
借
り
入
れ
た
介
護
老
人
保
建

一夕－」（中央区）の建設費
施
設
「
お
と
し
よ
り
健
康
セ
ン

茄
鍾
１
８
０
０
万
円
を
旧
年

間
、
全
く
返
済
し
て
い
な
い
問

題
で
、
市
は
来
年
１
月
に
も
同

脇
坪
大
黒
方

貸
付
金
妬
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月
市

一
震
鵠
濯
霊

讓
壌
蝋

中
旬
め
ど
に

箒烹寛篭
一

億
円
処
分
方
法

セ
ン
タ
ー
を
民
間
法
人
な
ど
に

事
業
電
渡
し
、
協
会
を
解
散
さ

せ
る
方
針
を
決
め
た
。
譲
渡
霞

を
返
済
に
充
て
る
。
関
淳
一
市

長
は
、
壊
会
理
駆
長
を
兼
務
し

て
い
た
当
時
の
震
圧
を
議
会
で

追
及
さ
れ
、
２
０
０
５
年
の
辞

職
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
。
毒
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□ 医
霞
事
蘂
振
興
協
会
」
（
医

車
振
）
が
運
営
す
る
老
人
保

健
施
般
「
お
と
し
よ
り
健
康

セ
ン
タ
ー
」
（
中
央
区
）
に

つ
い
て
、
市
は
四
曰
の
市
蟻
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選
後
も
処
理
策
が
示
さ
れ
な
い

ま
ま
だ
っ
た
。

｜
霧
瀧

阪
療
協

公
表
鑿

に
議
員
か
ら
批
当

・
市
は
二
○
○
五
一

理
団
体
評
価
委
員
（

に
従
い
、
本
年
度
市

三
解
散
す
る
た
め
、

局
に
は
事
業
を
崖
す

ゾｐ￣ｈ乃

鳶葦隠愚：

市
に
よ
る
と
、
セ
ン
タ
ー

の
ベ
ッ
ド
数
（
印
床
）
や
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
と

の
条
件
で
来
月
、
譲
渡
先
を

公
募
す
る
・
不
動
産
価
恒
な

ど
を
鑑
定
中
だ
が
、
市
は
全

額
回
収
を
見
込
め
ず
、
巨
額

の
慣
権
放
棄
を
迫
ら
れ
る
可
能

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
は
一

事
蘂
継
続
が
必
要
と
判
断
。
．

引
き
継
ぎ
先
の
法
人
と
し
て

は
民
間
の
社
会
福
祉
法
人
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
市
に

よ
る
と
、
既
に
複
数
の
法
人

が
応
募
に
前
向
き
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
と
い
う
。

崖
璽
握
を
巡
っ
て
は
、
市

赤
字
が
続
い
て
な
こ
と
を
説
明
。
議
員
か
ら

は
民
間
の
ノ
ウ
は
「
な
ぜ
も
つ
と
早
く
民
間

す
れ
ば
一
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な
か

畿鮒諏延いだ．ったのか」と批判が相次一

市は１９８８～引年に一壱罎き期閣延長を決めてい―
性
が
厩
い
。

露
会
に
融
資
。
返
済
条
件
は

一
・
５
年
据
え
置
き
、
加
年
償
一

選
」
だ
っ
た
が
、
赤
字
運
営
一

が
続
き
、
関
市
長
が
市
環
境

保
健
局
長
時
代
に
協
会
理
事

長
を
兼
務
し
て
い
た
盟
隼
、
鱈

が
同
施
謹
の
建
設
費
と
し
て

閉
～
田
年
に
融
寅
し
た
沁
霞

１
８
０
０
万
円
の
返
逼
見
通

し
が
全
く
立
っ
て
お
ら
ず
、

蕊
会
か
ら
強
い
批
判
が
出
て

い
る
。

【
井
上
直
樹
】


